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グリーン合成&触媒の匠工房(Green 5ynthesis & 

Catalysis) 

生体酵素に学びその機能を凌駕する人工触媒の開発と精密有

機合成法の確立
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Green Synthesis & Catalysis 

研究内容

完全反応を自鐙して露宴医薬品を高純度かつ低コストで大震供絵できる合成プロセスが、医学 . ~学・化学

の世界で切実に求められています。当研究室では、周期表にある元素の特徴を活用して、どのような反応家

賃に対しても例外なく高い収率、i'aiい選択牲を与えるような、 完全反応の実現在目指しています。現在は

符lこ比較的安価な元素 (H. Li. B. C. F. N. Mg. Si. P. Ca. Cu. Zn. Br.1. etc.) を中心とした霊童虐纂復合触媒

を用いる不斉合成、立体、位慮、官能基選択的反応および高分子合成、天然物合成にE重点をおいて研究開発

を行っています。そのなかでも、小分子機能触媒の設計・開発に力を入れています。触媒のスリム化は触媒

震の削減に直結するからです。環境に優しい生体醇素反応に翁回し、 1 万を優に超える分子震からなる醇索

Iy ンパクゆえの r環境低負荷条件での高度な触媒機能J を小分子レベルで再現し、それを凌鴛する反応プロ

セスの実現を自鐙しています。小分子の中に滋菜類似被能を組み込むために、触媒内に酸と控室基を効集約に

記自富し、非結合性の化学的相互作用(水素絡会、勧主力、疎水力、双滋子相互作用、 πーπ電子相互作用な

ど)を巧みに生み出すことが出来れば、書事*レベルの触媒機能耳目j御も可能のはずです。我々は触媒回転効率

の向上、 l原子効率(生成物/原料)の向上、 E.ファクヲー(~楽物/原料)の低減、毒性化合物削減などの

問豊富に取り絡み、実に有効な厳・怠墓緩合型小分子人工語手*を開発しています。

研究湯割亀

人員犠成。石j京一彰教授、波多野学;笹教授、ウヤヌクムハメツト効数、妓術職員1名、博士研究員数名、大

学院生 (1寺士コース6名程度、修士コース JO名程度}、学部4年生5-6名

研究設備。研究室には、研究に必要な最新設備 (NMR.GC.MS. IR. X線回折装置.GC. HPLC. 波光言t グロ

ープボックス ドラフ トチャンパ一。分取HPLC. etc.) が型車っています。会室冷暖房完備で季舗を問わず快

適に研究可能です。会室LED完備です。

安全第一 :筏成メンパー金員分の防災用ヘルメットを完備しています。転倒防止対策も万全です。

セミナー。 BWR (2週間iこ一度研究報告会)、 CT (1ヶ月に一度論文紹介)、 M2勉強会、 Ml勉強会、 B4

勉強会、 etc.

海外研究留学制度。 1署士後期設程の大学院生に対し、海外の大学研究室での3ヶ月間の研究留学を推奨 ・ 支

!!'l. 
留学生の受け入れ ・ 中館、トルコなどの実績あり。

他大学からの大学院進学、ポスドクE悪用実線:東工大、名成大、名工大、千葉大、福井大、関西学院大、

etc. 
統軍事先:化学系企業、製薬系企業、機級系企業、大学教員、弁護士、 etc.

座右の銘。 r之を知る者は、之を好む警に止日かず。之を好む者は、之を楽しむ者に虫日かず。 J (r論議』薙

也第六の=十より)

石原織の公式webサイト

石原研ホームページ :h杭p:f/www.ishit国ra.lab.netj

石原研facebookページ: h杭ps:f/www.facebook.com/pages/K.lshihara. 

Laborato(y/1435913863334157 

石原研の紹介ビデオ :h杭p:f/jyukensapuriJp/gakumon/GG024000/ 

リクルートの『受験サプリJ ー> r大学・入試情報J 一> r学問研究ツアーJ にあります。大学受験生向けで

すが、大学生や大学院生でも男応えがある内容になっています。石原教授のセミナーと実験室紹介という構成

になっています。研究室で何をしているのか興味のある方必見です 1

ご覧頂くにはゆ鷺録が必要ですが無料です。この受験サブリはかなり充実したサイトで非常に工夫されていま

す。是非ご覧ください。

セミナーが少し長めですので途中で鈎きて しまったら、後半の実験室紹介だけでも御覧ください。有機会成化

学実霊長のイメージがよくわかると患います。

研究テーマ

-後援姦篠合型車草分子触媒による高重量度

選択的反応の開発(静*を凌駕する人工

触媒のおiJ~)

- ヨウ索触媒による選択的脱水素カップ

リング反応の開発 (グリーン触媒カップ

リング銭術の篠立)

- 待機酸IIU喜復合触媒による選択的反応

の開発(グリーン触媒合成反応妓術の獲

立)

-非共有絡会性相互作用 (水素絵合、ハ

ロゲン結合、 π一π、 πーカチオン、疎

水性、貌水性、フルオラス位、 etc.) を

利用した高機能触媒の開発

- 有用生物活性物質のパイオミメティッ

ク合成研究

・エステル縮合、アミド絡会、アルコー

ル酸化など実用的触媒反応の開発

自信文テーマ

-キラ，~次皇室ヨウ素酸泡触媒を用いる量産

化的環化反応による結環式エーテル類の

不斉合成

-キラル超分子Lewis獄絵篠の鍵穴制御に

よるエナンチオヘ レジオヘ纂賞選択的

Diels.Alder反応

-ポロン酸ー求核縫義務望号型触媒を用いる

カルボン量産とアミンの脱水車宿舎反応

. Grignard反応~J由来の蛮鉛アート錯体

を用いるα・イミノエステ，1-への位自費及び

立体選択的アルキル付加反応

・ 霊リン重量トリエステルー原家協奏触媒

を用いる2・ゲラニルフェノールのエナン

チオ選択的プロモポリエン震化反応

キーワー ド

富貴復基復合触媒、グリーン、有機会成化

学、人工惨菜、不斉触媒、有機化学、パ

イオミメティック、量産、耳軍基、触媒、フ

アインケミカル、医薬品

Webサイト

石原研究室の

HPはこちら
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石原研によるE主主望者Z複合絵媒の合容設計戦略

。明主貧農鍵制坤1JtUOCIU'‘・l(U~ん担建泡3・，時何.loo~/_'"卸-惨

ギラリ研究開発 f酸と濯鎮でつくる跨繊鰐絵煤研究符発』

(日予j工業新聞掲鰻 2015年1 月 1 2日 {前線} 、 2015年1

月 198 (中編) 、後綴2015年2J'l2日 {後続) ) 

強調匝.復合化学を週E鍍にする

i1n健闘霊触銭の段雪十

石原教授と大学院生との研究打合せ
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